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令和８年度の組織再編等について 
建設政策課  

 

１ 組織再編 

 ○ 各地域振興局建設部 

    災害時における機動的な体制の確保や、本庁と同様の組織体制とすることで事業調整の円滑化・効率化を図るため、現

行の「企画・建設課」「保全・環境課」を、「企画課」「道路整備課」「河川整備課」に再編するとともに、「企画課」につい

ては、建設工事等業務のチェック機能の強化等を図るため、「用地課」と統合し、「企画・用地課」とする。 
    また、仙北地域振興局建設部においては、令和７年８月の大雨により被災した檜木内川の災害復旧事業を短期・集中的

に行うため、河川整備課に専任のチームを設置する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 業務移管 

 ○ 下水道マネジメント推進課 

   国の水道行政が、厚生労働省から国土交通省及び環境省に移管されたことに伴い、国土交通省所管分に対応する県の水道

事業の一部（水質に係るものを除く。）を生活衛生課から下水道マネジメント推進課に移管する。 
 
 ○ 港湾空港課 

   クルーズ船のさらなる誘致に向け、本県の観光資源との連携を強化するため、クルーズ事業全般を観光戦略課インバウン

ド・クルーズ誘客推進室（新組織）に移管する。 

【鹿角・山本・由利・平鹿・雄勝地域振興局建設部】

企 画 監 理 チ ー ム 企 画 監 理 チ ー ム
河 川 ・ 道 路 建 設 チ ー ム 用 地 ・ 管 理 チ ー ム

道 路 保 全 チ ー ム 道 路 建 設 チ ー ム
河 川 保 全 チ ー ム 道 路 保 全 チ ー ム
ダ ム 管 理 事 務 所 等

河 川 砂 防 ・ 保 全 チ ー ム
用 地 ・ 管 理 チ ー ム ダ ム 管 理 事 務 所 等

河 川 整 備 課
用 地 課

現   行（令和７年度） 改 正 後（令和８年度）

企 画 ・ 建 設 課 企 画 ・ 用 地 課

保 全 ・ 環 境 課 道 路 整 備 課

【北秋田・秋田・仙北地域振興局建設部】

企 画 監 理 チ ー ム 企 画 監 理 チ ー ム
道 路 建 設 チ ー ム 用 地 ・ 管 理 チ ー ム ※
河 川 砂 防 チ ー ム ( 災 害 復 旧 用 地 チ ー ム ) (秋田のみ)
( 太 平川改修推進チーム) (秋田のみ)

道 路 建 設 チ ー ム
道 路 保 全 チ ー ム 道 路 保 全 チ ー ム
河 川 保 全 チ ー ム
ダ ム 管 理 事 務 所 等

河 川 砂 防 チ ー ム
( 太平川改修推進チーム) (秋田のみ)

用 地 ・ 管 理 チ ー ム ※ (檜木内川災害復旧チーム) (仙北のみ)
( 災 害 復 旧 用 地 チ ー ム ) (秋田のみ) 河 川 保 全 チ ー ム

ダ ム 管 理 事 務 所 等

※秋田地域振興局建設部は、用地チーム・管理チームに分かれている

道 路 整 備 課
保 全 ・ 環 境 課

河 川 整 備 課

用 地 課

現   行（令和７年度） 改 正 後（令和８年度）

企 画 ・ 建 設 課 企 画 ・ 用 地 課
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建設工事等業務の透明性・公正性の確保に向けた取組について 
 建設政策課  

 

１ 概 要 

   元職員による収賄事件を受け、令和７年４月から不祥事の再発防止に向けた取組を実施している。 

 

２ 今年度の取組状況 

  再発防止の取組として、業務指針の策定、職員の意識醸成などを実施しており、現在は検証と改善の段階へ移行して 

いる。 

（１） 再発防止策実施状況 

① コンプライアンス 

② けん制・チェック体制強化 

③ 改善・対話 

（２） 予防と定着 

① 継続的な教育 

② 業務プロセスの可視化とチェック機能 

③ 「複数人の目」の徹底 

（３） 不断の改善と追加措置 

① 取組の改善策 

② 追加措置 

③ 今後の対応方針 

 

３ 今後の対応 

   今後も再発防止策を着実に実行し、不正を許さない組織風土と仕組みを定着させ、透明性の高い建設行政を実現して 

いく。 
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